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（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

質の保証を伴った交流プログラムの目的と内容 

① 交流プログラムの目的・概要等（計画調書からの転載） 

【交流プログラムの目的及び概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【養成する人材像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事業で計画している交流学生数】※各年度の派遣及び受入合計人数(交流期間、単位取得の有無は問わない)(単位:人) 

 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 

合計人数           

 

申請時の計画 

調書記載人数 
          

海外相手大学 

追加調書分 
          

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

② 事業の概念図（計画調書からの転載） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

③ 国内大学等の連携図（計画調書からの転載） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

進捗状況の概要 【１ページ以内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事業における中間評価までの交流学生数の計画と実績】 

 

※海外相手大学を追加している場合は、追加による交流学生数の増加分を含んでいる。 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

特筆すべき成果（グッドプラクティス）【１ページ以内】 

【Ⅰ 事業全般について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ オンラインの活用について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

中間評価までのアクティビティ 【１ページ以内】 

 

2023年 月 

 

 

2024年 月 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

１．取組状況 

① 交流プログラムの内容及び大学間交流の枠組み形成 【(1)、(2)合わせて12ページ以内】  

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

（１）交流プログラムの内容 

【計画内容】 

（ⅰ）交流プログラムの内容 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）学生主体の国際交流プログラム 

 

 

 

 

 

 

（ⅲ）オンライン（「JV-Campus」等）を活用したプログラム 

 

 

 

 

 

【加点事項に関する取組】 

 

 

 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

＊「JV-Campus」の取組状況についても明記すること。特に、他大学の参考となる取組について具体的に記載すること。 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

＊特に「JV-Campus」の取組状況における課題について明記すること。 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

＊特に「JV-Campus」の今後の展望について明記すること。 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（２）質の保証を伴った魅力的な大学間交流の枠組み形成 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加点事項に関する取組（再掲）】 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

② 日本人学生の派遣及び外国人学生の受入のための環境整備 【(1)～(3)合わせて６ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

(１) 日本人学生の派遣のための環境整備 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(２) 外国人学生の受入のための環境整備 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(３) 関係大学間の連絡体制の整備 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

③ 事業の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及 【(1)、(2)合わせて５ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

(１) 事業の実施に伴う大学の国際化 

【計画内容】 

 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(２) 国内外への情報提供の方法・体制、成果の普及 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

④ 交流プログラムの質の向上のための評価体制と補助期間終了後の継続性 【(1)～(3)合わせて５ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

(１) 交流プログラムの質の向上のための評価体制 

【計画内容】 【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(２) 補助期間終了後の事業展開 

【計画内容】 【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(３) 補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画 

【計画内容】 【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

⑤ 留意事項への対応 【１ページ以内】 

審査結果表〔留意事項（改善を要する点、留意すべき点）〕※経費面を含む 留意事項への対応状況 

 

 

 

【2024年度末までの取組状況】＊対応が遅れている場合は、その背景や事情等を説明すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】＊対応が遅れている場合は、遅れを取り戻すための今後の対応を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

２． 目標の達成状況  

⑥ 中間評価までの達成目標 【(1)～(5)合わせて18ページ以内】 

申請時の事業計画               事業計画の実施状況 

 (１) 将来の関係を見据えた連携強化に資する目標について  

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(２) 養成しようとするグローバル人材像について 

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(３) 学生に修得させる具体的能力のうち、一定の外国語力基準をクリアした日本人学生数の推移について 

（ⅰ）本事業計画において定める外国語力基準及び同基準をクリアする学生数に関する達成目標

 

 

（ⅱ）外国語力基準を定めた考え方 

（※（ⅰ）において、複数の外国語力基準を設けている場合は、それぞれについて明示すること） 

 

 

 

 

（ⅲ）事業計画全体の目標達成に向けたプロセス（事業開始～2027年度まで） 

 （※（ⅰ）において複数の外国語力基準を設けている場合は、それぞれについて目標を明示すること） 

 

 

 

 

（ⅳ）中間評価までの目標達成に向けたプロセス（事業開始～2024年度まで） 

 （※（ⅰ）において複数の外国語力基準を設けている場合は、それぞれについて目標を明示すること） 

 

 

 

（ⅰ）本事業計画において定める外国語力基準及び同基準をクリアした学生数に関する達成状況 

【2024年度末における目標の達成状況】 

（ⅳ）中間評価までの目標達成に向けたプロセス（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(４) 学生に修得させる具体的能力のうち、(３)以外について 

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

(５) 質の保証を伴った大学間交流の枠組みの形成及び拡大に向けた具体的な取組について 

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

⑦ 本事業計画において海外に留学する日本人学生数の推移【４ページ以内】 

現状（2023年5月1日現在）※ 

※現状は、本事業の取組単位（全学、学部等）における2023年5月1日現在の人数。 
人 

 

 
（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

（a）実渡航による交流 

 

 

（b）オンライン交流 

 

 

（c）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流 

 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

⑧ 本事業において受け入れる外国人学生数の推移【４ページ以内】 

現状（2023年5月1日現在）※ 

※現状は、本事業の取組単位（全学、学部等）における2023年5月1日現在の人数。 
人 

 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

（a）実渡航による交流 

 

 

（b）オンライン交流 

 

 

（c）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流 

 

 

 

 
【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

【今後の展望】 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

⑨ その他の中間評価までの交流学生数等 

（ⅰ）交流学生数（実績）、（ⅱ）国内大学及び交流プログラムごとの交流学生数 

 

 

【上記の表（ⅰ）（ⅱ）の補足説明や今後の展望】 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（ⅲ）本事業で実施した交流学生数（派遣・受入別 各内訳の集計） 

  

【上記の表「（ⅲ）日本人学生の派遣」の補足説明や今後の展望】 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（ⅲ）本事業で実施した交流学生数（派遣・受入別 各内訳の集計） 

  

【上記の表「（ⅲ）外国人学生の受入」の補足説明や今後の展望】 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（ⅳ）派遣・受入別 交流プログラム学生数の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅴ）本事業で計画している海外相手大学との単位互換の目標と実績 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅵ）オンライン教育を受けた学生数の内、実渡航につながった学生数について 

  



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅶ）米国等との大学との間で実施する真に学び合う学修活動（アクティブラーニング等）数について 

 
 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅷ）学生主催イベント・ワークショップの開催数、参加規模について 

 
 

 

 

 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅸ） インターンシップの実施計画について 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

  



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅹ）質の保証を伴った交流プログラムの実現について 

 
【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 
【上記の指標の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅺ）上記（Ⅹ）を除く、学内・学外への事業の波及効果について 

 
【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
【上記の指標の補足説明や今後の展望】 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＡ 主な交流先：米国 ） 

（Ⅻ）任意指標への取組 

※計画に基づき必要な任意指標（事業のアクティビティ、アウトプット及び得られるアウトカムを数値化した目標）を設定している場合 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況や今後の展望】 

 



（単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

補助期間における各経費の実績【年度ごとに1ページ】

2023年度

（大学名：　　　　      ）（タイプ：　　　　　）　

　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
　・

④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料
　・

　・
　・
③会議費
　・
　・
　・

①外注費

　・ 

　・
　・
②印刷製本費
　・

　・

　・

　・

　・
　・
［その他］

　・
　・
［旅費］

　・

　・

　・

　・
②謝金
　・

　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］

 計画調書に記載した年度ごとの各経費の明細について、2023年度までの実績報告書に基づき記載。

  【年度ごとに１ページ】

＜2023年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・

①人件費

　・

　・



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0

0

0

0
0
0

合計 0 0 0

　・

2024年度

（大学名：　　　　      ）（タイプ：　　　　　）　

　・

　・

　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・

　・
④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料

　・
　・
　・
③会議費
　・
　・

［その他］
①外注費
　・ 
　・
　・
②印刷製本費

　・
　・
　・
　・
　・
　・

　・
　・
　・
［旅費］
　・
　・

［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金

　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・

＜2024年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

大学の世界展開力強化事業 

（令和5(2023)年度採択）中間評価調書 
【タイプＢ】 

 

事 務 担 当 者 （氏 名）   （職 名）  

連 絡 先 

（住 所）  〒 

（電話番号）   （E-mail）   

※中間評価調書の内容等について連絡可能な事務担当者を記入してください（複数名の担当者がいる場合でも代表者１名
の氏名・職名を記入してください）。また、連絡先E-mailについては、複数人で確認が可能なメールアドレスを記入してくださ
い。 

大 学 名 
（○が代表申請大学） 

 整 理 番 号  

主たる交流先の相手国  

事 業 名  

学 長 名  

事 業 責 任 者 
（氏 名）  （職 名）  

（交替年月日）  

取組学部・研究科等名  

相手大学等名 

 日本語表記 英語表記 国 名 備 考 

①     

②     

③     

④     

⑤     

⑥     

⑦     

⑧     

⑨     

⑩     

⑪     

⑫     

⑬     

⑭     

⑮     

参考資料一覧 

 資 料 名 備 考 

1   

2   

3   



（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国 ）    

質の保証を伴った交流プログラムの目的と内容 

① 交流プログラムの目的・概要等（計画調書からの転載） 

【交流プログラムの目的及び概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【養成する人材像】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事業で計画している交流学生数】※各年度の派遣及び受入合計人数(交流期間、単位取得の有無は問わない)(単位:人) 

 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 

派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 派遣 受入 

合計人数           

 

申請時の計画 

調書記載人数 
          

海外相手大学 

追加調書分 
          

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

② 事業の概念図（計画調書からの転載） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

③ 国内大学等の連携図（計画調書からの転載） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

進捗状況の概要 【１ページ以内】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本事業における中間評価までの交流学生数の計画と実績】 

 
※海外相手大学を追加している場合は、追加による交流学生数の増加分を含んでいる。 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

特筆すべき成果（グッドプラクティス）【１ページ以内】 

【Ⅰ 事業全般について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ⅱ オンラインの活用について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

中間評価までのアクティビティ 【１ページ以内】 

 

2023年 月 

 

 

2024年 月 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

１．取組状況 

① 交流プログラムの内容及び大学間交流の枠組み形成 【(1)、(2)合わせて12ページ以内】  

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

（１）交流プログラムの内容 

【計画内容】 

（ⅰ）交流プログラムの内容 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）学生主体の国際交流プログラム 

 

 

 

 

 

 

（ⅲ）オンライン（「JV-Campus」等）を活用したプログラム 

 

 

 

 

 

【加点事項に関する取組】 

 

 

 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

＊「JV-Campus」の取組状況についても明記すること。特に、他大学の参考となる取組について具体的に記載すること。 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

＊特に「JV-Campus」の取組状況における課題について明記すること。 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

＊特に「JV-Campus」の今後の展望について明記すること。 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（２）質の保証を伴った魅力的な大学間交流の枠組み形成 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【加点事項に関する取組（再掲）】 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

② 日本人学生の派遣及び外国人学生の受入のための環境整備 【(1)～(3)合わせて６ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

(１) 日本人学生の派遣のための環境整備 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(２) 外国人学生の受入のための環境整備 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(３) 関係大学間の連絡体制の整備 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

③ 事業の実施に伴う大学の国際化と情報の公開、成果の普及 【(1)、(2)合わせて５ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

(１) 事業の実施に伴う大学の国際化 

【計画内容】 

 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(２) 国内外への情報提供の方法・体制、成果の普及 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

④ 交流プログラムの質の向上のための評価体制と補助期間終了後の継続性 【(1)～(3)合わせて５ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

(１) 交流プログラムの質の向上のための評価体制 

【計画内容】 【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(２) 補助期間終了後の事業展開 

【計画内容】 【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(３) 補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画 

【計画内容】 【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

⑤ 留意事項への対応 【１ページ以内】 

審査結果表〔留意事項（改善を要する点、留意すべき点）〕※経費面を含む 留意事項への対応状況 

 

 

 

【2024年度末までの取組状況】＊対応が遅れている場合は、その背景や事情等を説明すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】＊対応が遅れている場合は、遅れを取り戻すための今後の対応を記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

２． 目標の達成状況  

⑧ 中間評価までの達成目標 【(1)～(5)合わせて18ページ以内】 

申請時の事業計画               事業計画の実施状況 

 (１) 将来の関係を見据えた連携強化に資する目標について  

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(２) 養成しようとするグローバル人材像について 

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(３) 学生に修得させる具体的能力のうち、一定の外国語力基準をクリアした日本人学生数の推移について 

（ⅰ）本事業計画において定める外国語力基準及び同基準をクリアする学生数に関する達成目標 

 

（ⅱ）外国語力基準を定めた考え方 

（※（ⅰ）において、複数の外国語力基準を設けている場合は、それぞれについて明示すること） 

 

 

 

 

（ⅲ）事業計画全体の目標達成に向けたプロセス（事業開始～2027年度まで） 

 （※（ⅰ）において複数の外国語力基準を設けている場合は、それぞれについて目標を明示すること） 

 

 

 

 

（ⅳ）中間評価までの目標達成に向けたプロセス（事業開始～2024年度まで） 

 （※（ⅰ）において複数の外国語力基準を設けている場合は、それぞれについて目標を明示すること） 

 

 

 

 

（ⅰ）本事業計画において定める外国語力基準及び同基準をクリアした学生数に関する達成状況 

【2024年度末における目標の達成状況】 

（ⅳ）中間評価までの目標達成に向けたプロセス（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(４) 学生に修得させる具体的能力のうち、(３)以外について 

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

(５) 質の保証を伴った大学間交流の枠組みの形成及び拡大に向けた具体的な取組について 

（ⅰ）事業計画全体の達成目標（事業開始～2027年度まで） 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ⅱ）中間評価までの達成目標（事業開始～2024年度まで） 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

⑨ 本事業計画において海外に留学する日本人学生数の推移【４ページ以内】 

現状（2023年5月1日現在）※ 

※現状は、本事業の取組単位（全学、学部等）における2023年5月1日現在の人数。 
人 

 

 
（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

（a）実渡航による交流 

 

 

（b）オンライン交流 

 

 

（c）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流 

 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

⑩ 本事業において受け入れる外国人学生数の推移【４ページ以内】 

現状（2023年5月1日現在）※ 

※現状は、本事業の取組単位（全学、学部等）における2023年5月1日現在の人数。 
人 

 

 

（ⅱ）目標を設定した考え方及び達成までのプロセス（事業計画全体、中間評価までの双方について） 

（a）実渡航による交流 

 

 

（b）オンライン交流 

 

 

（c）実渡航とオンラインを組み合わせたハイブリッド型の交流 

 

 

 

 

【2024年度末における目標の達成状況】 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊目標を達成していない場合は、その背景や事情等を説明の上、目標達成に向けた今後の対応について記入すること。 

 

 

【今後の展望】 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

⑪ その他の中間評価までの交流学生数等 

（ⅰ）交流学生数（実績）、（ⅱ）国内大学及び交流プログラムごとの交流学生数 

 

 

【上記の表（ⅰ）（ⅱ）の補足説明や今後の展望】 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（ⅲ）本事業で実施した交流学生数（派遣・受入別 各内訳の集計） 

  

【上記の表「（ⅲ）日本人学生の派遣」の補足説明や今後の展望】 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（ⅲ）本事業で実施した交流学生数（派遣・受入別 各内訳の集計） 

  

【上記の表「（ⅲ）外国人学生の受入」の補足説明や今後の展望】 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（ⅳ）派遣・受入別 交流プログラム学生数の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅴ）本事業で計画している海外相手大学との単位互換の目標と実績 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅵ）オンライン教育を受けた学生数の内、実渡航につながった学生数について 

  



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅶ）米国等との大学との間で実施する真に学び合う学修活動（アクティブラーニング等）数について 

  
【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅷ）学生主催イベント・ワークショップの開催数、参加規模について 

 

 

 

 

 

 

【上記の表の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅸ） インターンシップの実施計画について 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

  



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅹ）質の保証を伴った交流プログラムの実現について 

 
【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 
【上記の指標の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅺ）上記（Ⅹ）を除く、学内・学外への事業の波及効果について 

 
【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
【上記の指標の補足説明や今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（Ⅻ）任意指標への取組 

※計画に基づき必要な任意指標（事業のアクティビティ、アウトプット及び得られるアウトカムを数値化した目標）を設定している場合 

【計画内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況や今後の展望】 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

プラットフォーム構築プログラム部分 

プラットフォーム構築プログラムの内容 

① 事業の目的・概要等（計画調書からの転載） 

【事業の目的及び概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

② 事業の概念図（計画調書からの転載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

③ 国内大学等の連携図（計画調書からの転載） 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

１．取組状況 

① プラットフォーム構築プログラムの内容 【３ページ以内】  

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

【計画内容】 

 

【2024年度末までの取組状況】 

＊記入する取組状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

２．目標の達成状況 

⑨ 達成目標への対応状況 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

（１）日本と米国等の大学間交流の推進に関する目標と実績 【２ページ以内】 

 

【現状分析及び目標設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

【2024年度末における目標の達成状況】 

＊記入する達成状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 



 

 

（代表大学名：            ）  （タイプＢ 主な交流先：米国） 

（２）任意指標に対する実績 【２ページ以内】 

申請時の事業計画 事業計画の実施状況 

 

【現状分析及び目標設定】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【計画内容】 

 

 

【2024年度末における目標の達成状況】 

＊記入する達成状況のうち、計画に対し顕著に進捗している点がある場合は、それと分かるように明示すること。 

 

 

 

 

 

 

【目標の達成状況における課題点】 

＊計画に対し進捗が遅れている点がある場合は、その背景や事情等を説明の上、今後の対応について記入すること。 

 

 

 

 

 

【今後の展望】 

 

 

 

 

 

 



（単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0 0 0

0

0

0

0

0

0

0
0

0 0 0

0

0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

合計 0 0 0

補助期間における各経費の実績【年度ごとに1ページ】

2023年度

（大学名：　　　　      ）（タイプ：　　　　　）　

　・
　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・
　・

④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料
　・

　・
　・
③会議費
　・
　・
　・

①外注費

　・ 

　・
　・
②印刷製本費
　・

　・

　・

　・

　・
　・
［その他］

　・
　・
［旅費］

　・

　・

　・

　・
②謝金
　・

　・
②消耗品費
　・
　・
　・
［人件費・謝金］

 計画調書に記載した年度ごとの各経費の明細について、2023年度までの実績報告書に基づき記載。

  【年度ごとに１ページ】

＜2023年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・
　・

①人件費

　・

　・



（前ページの続き） （単位：千円）

補助金額
（ａ）

大学負担額
（ｂ）

支出実績
（ａ＋ｂ）

備考

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 0 0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0
0
0

0

0

0

0
0
0

合計 0 0 0

　・

2024年度

（大学名：　　　　      ）（タイプ：　　　　　）　

　・

　・

　・
⑥その他（諸経費）
　・
　・

　・
④通信運搬費
　・
　・
　・
⑤光熱水料

　・
　・
　・
③会議費
　・
　・

［その他］
①外注費
　・ 
　・
　・
②印刷製本費

　・
　・
　・
　・
　・
　・

　・
　・
　・
［旅費］
　・
　・

［人件費・謝金］
①人件費
　・
　・
　・
②謝金

　・
　・
②消耗品費
　・
　・
　・

＜2024年度＞　　　経　費　区　分

［物品費］
①設備備品費
　・


